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人 工 気 腹 療 法 に 関 す る 研 究

第1報 人工気腹の胃にお よぼす影響

信州大学医学部戸塚内科教室(指 導 戸塚忠政教授)

新 村 明

(受付 昭和30年11月28日)

緒 言

入工気腹療法は,肺 結核の虚脱療法の一つとして近年

その適応範囲が増大され,ま た根当に価値あるものとし

て採用されつ いある。大量の空気を腹腔内に送入するこ

とにより,諸 種の影響を被るであ ろ うことが考えられ

る。例えば血色素量,赤 血球数の増加等がこれを示 して

いる。一方直接に最も大なる影響を被 る腹部諸臓器にい

かなる機械的,機 能的変化を来すかを知ることは重要な

課題である。われわれは気腹療法の肝臓におよぼす影響

に関 し,先 に報告 したが1),こ れ と併行して,結 核の治

療上不可欠の,栄 養補給と直接関係を有する消化管,特

に胃におよぼす影響を検査 したので,以 下その成績を報

告する。

研 究 方 法

当教室に入院せる,入 工気腹施行肺結核患者,男17

名,女11名,計28名 について,無 選択に,気 腹開始

直前,な らびに開始後3～4週,3～6カ 月,さ らにこの

中13名(男7,女6)に つ いては1力 年迄,胃 のレン

トゲソバリウム検査を行い,立位,側 面,背 臥位において

比較検討 した。 この他に比較的長期間(7カ 月以上1年

6カ 月)人 工気腹施行患者5例 についても同様検査を実

施 した。また上記28名 中15名 について,気 腹開始前

ならびに開始後3～4週,3～6カ 月において,胃 液検査

を実施 し,分 泌量,酸 度,排 泄時間をカフエイン法によ

り測定 した。

成 績

I.レ ントゲン検査成績

1)胃 の形態

気腹前と気腹後1力 年迄を比較すると,第1表 の 如

く,特 別の変化はなかつた。

胃の緊張度は第2表 の如 く,気 腹後著明に低下する傾

向を認めた。

入工気腹後に現われた,胃 の特異の変化は,胃 泡の圧

縮延長された像で,こ れは28例 中27例 に多少と竜認

められた。この変化は気腹開始後4週 頃より現われ3～

6カ 月後には著明に認められた。(写 真1)次 に胃底部

第1表 胃 の 形 態

第2表 胃 の 緊 張 度
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の拡張は,28例 中13例 に認められ,特 に3～6カ 月後

に著明であつた(写 真2.)。 また2例 において,胃 は上下

より圧迫され て全 体として縮少 せる像を呈 した(写 真

3.)。 気 腹後,右 横隔膜 と肝臓 との密に癒着ある他の1

例 において,胃 は強 く肝下縁に挙上圧迫され,胃 内腔の

著明なる縮少 と幽門の通過障害を認めた。

背臥位において検するに,半 数例において幽門部,十

二指腸球部の移動が認められ,噴 門に向つて接近し,特

に2例 においては3～4週 後より噴門,幽 門が接 して,

ドーナツ型を呈するを認めた(写 真4.)。 また1例 は1年

後にこれを認めた。なおまた長期気腹施行(1年4カ 月)

の1例 において,著 明なる転位を認めた(写 真5.)。

2)胃 の位置

第3表 に示す如 く,気 腹を継続するにつれて,下 垂の

傾向が認められるが,6カ 月以上においてはさらに加重

する変化はなかつた。

3)胃 の蠕動運動

第4表 に示す如 く,運動低下を来すものが,僅 かに気腹

後増加 したが,1年 後には大部分が正常運動を呈 した。

4)胃 の排泄時間

第5表 に示す如 く,気 腹後遅延するものがやや増加し

たが,1年 後には変化を認めなかつた。

すなわち胃の運動機能は気腹後6カ 月迄の間にやや低

下する傾向が認められたが,そ れ以上気腹を継続した場

合には,最 早加重する変化は認められず,大 半において

正常 と認められた。

II胃 液 検 査 成 績

1)酸 度

気腹前に比 し気腹開始後3～4週 においては,第6表

に示す如 く,胃 液酸度の上昇するものが8例,低 下5例

不変2例 であ り,気 腹後3～6カ 月においては気腹前に

銘 し,上 昇6例,低 下6例,不 変3例 を認めた。すなわ

ち胃液酸度は,気 腹開始後,短 期間内においては上昇す

るものが多いが,以 後は上昇,低 下相半ばして認められ

た。

胃液酸度を,正 常,過 酸,減 酸に分けて,気 腹前後を

比較 して見ると,著 明なる差は認められない。

2)分 泌量

15例 において気腹後3～4週 においては,開 始前に比

し,分 泌量の増加せるもの7例,減 少6例,不 変2例 で

あつた。気腹3～6カ 月後においては,増 加4例,減 少

6例,不 変5例 でやや減少の傾向が見られた。

3)排 泄時間

15例 において,気 腹後3～4週 においては,開 始前に

比し排泄遅延8例,短 縮6例,不 変1例 であ り,3～6カ

第3表 胃 の 位 置

第4表 胃 の 蠕 動 運 動

第5表 胃 の 排 泄 時 間

月においては,気 腹前に比 し遅延8例,短 縮3例,不 変

4例 で,排 泄時間は気腹直後 より遅 延する傾向を認め

た。
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附 図
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第6表

胃 液 検 査 成 績

氏 名 ・年令
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18
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総 括 な らび に考 案

1.D。Bobrowitz等2)は 人工気腹施行患者37名 につい

て,胃 のレ線検査を行い,そ の結果,胃 におよぼす特有

の変化として,胃 噴門部の延長と圧縮,胃 底二部の拡張,前

方への転移,お よび胃の下垂を挙げている。予の研究に

おいても,ほ ぼ同様の成績を得たが,さ らに背臥位にお

ける検査で,幽 門部,十 二指腸球部の転位 と,こ れに併

う胃の著:弱なる変形(ド ーナツ型胃)を 認めた。

人工気腹を実施することにより,胃 は解剖学的には,

横隔膜下に集積せられたる空気の圧力により,下 方へ圧

迫せられるのであるが,噴 門の固定のため,噴 門部(胃

泡)の 上部ならびに左方 よりの圧迫を蒙 り,た めに胃泡

は,小 勢側に向って圧縮され,上 下に長い,円 形を左方

に向けたる3日 月状となる。一方胃下極は下垂し,下 腹

部に沈下せる,腸 ならびに空気により,あ る程度反擬せ

られ,気 腹による胃の張緊の低下と相侯って,胃 底部の

拡張となって現われると考えられる。

、背臥位をとることにより,胃 は左横隔膜に向って挙上

し,こ の際,固 定 した噴門を軸 として,胃 体部の大饗側

が,横 隔膜下に挙上され,之 に併って,胃 底部,幽 門部

が挙上せられ,横 隔膜 レラクサチオにおいて,知 られて

いるものと同様の転位像を呈する。空気の圧迫 と,可 動

範囲の拡大 した幽門,十 二指腸城都が,よ り以上噴門に

近接 し,そ の極端な場合 ドーナツ型を呈 したものと認め

た。

以上の変化は,気 腹開始後比較的早期 より現われ,気 腹

が完成された後3カ 月以上に於ては最早やそれ以上に加

重する変化は認められなかった。また胃の変化は単に,空

気の量のみではなく,肝 臓の下垂状態,ま たBobrowitz

等2)の言及せる如 く,腹 壁の緊張度 とも密接な関係があ

ると考えられるo

胃液分泌機能について清:水3)は12例 の 検査 にお し・

て,気 腹前後を比較し,術 後上昇を見たもの8例,低 下

せるもの3例,不 変1例 で,気 腹開始直後では上昇を示

したとし,長 期間(6カ 月以上)気 腹を施行 した3例 で

は著明な変化はないが,む しろやや低下の傾向を示 した

と報告 している。本研究において も気腹 直後 において

は,胃 液酸度,分 泌量共に謹か に増加 の傾 向が認めら

れ,3～6カ 月後において分泌量はやや 減少 する傾向を

認めた。酸度 としては気腹 前に比 し大 差な く,気 腹後

3～6カ 月において,正 常酸度を有する者が,15例 申7

例であ り,低 酸2例 なるに比 し}過 酸6例 を認めた。排

澱時間は,気 腹開始短期間後 より遅延の傾向が認められ

たo

結 言

人工気腹実施肺結核患者28例 において,気 腹開始直

前,な らびに開始後3～4週,3～6カ 月,(さ らにこの

中13名 については1カ 年迄)な らびに長期気腹施行患

者5例 において胃のレン トゲン学的考察を行い,さ らに

28例 中15例 について胃液検査を実施 して,次 の成績を

得た。

1)胃 の形態は,大 部分が鉤形胃であ り,気 腹後も変

一 一37・ 一一 一



103

化なかつたか,胃 の緊張は低下 し,噴 門部の圧縮,延 長,

胃低部の拡張が認められ,背 臥位において著明なる胃の

転位像を認めた。

2)胃 の位置は術後次第に下垂の傾向が認められた。

3)胃 の蠕動運動は術後僅かに低下,延 長の傾向が認

められた。

の 胃の排泄時間はやや遅延の傾向を示した。

5)以 上の変化は大体気腹後6カ 月迄に現われ,そ れ

以後はさらに加重する変化は認められなかつた。

6)胃 液分泌機能は気腹開始後短期間内においてはや

や上昇が認められ,以 後次第に開始前に復するか,僅 か

に低下の傾向を認めたが,酸 度としては正常範囲に属す

るものが最 も多かつた。排泄時間は次第に遅延の傾向を

認めた。

擱筆に当り終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わつた

愚師戸塚忠政教授に深甚なる謝意 を表 します。
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